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２．中心市街地の位置及び区域 

［１］位置 

位置設定の考え方 

十日町市の中心市街地は、ＪＲ飯山線十日町駅と北越急行ほくほく線十日町駅が存在

し、また市の南北方向の幹線道路である国道 117号が通っており、本市における交通網の

結節点となっている。市内他地域と比べて居住人口密度が高く、また公共公益施設、医療

機関、商業施設等の都市機能が集積している地区であり、本市の中心部としての役割を果

していることから、当該地域を本計画における十日町市中心市街地として位置付ける。 

（位置図） 

中心市街地 

JR 
飯 
山 
線 

十日町市役所 

川西支所 

松代支所 

松之山支所 

北越急行ほくほく線 

中里支所 

国道 117 号 
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［２］区域  

区域設定の考え方 

中心市街地の区域は、古くから十日町市の「顔」として機能してきた本町２丁目（一部）、

本町３丁目、高田町１丁目、昭和町２・３丁目、駅通りの各商店街で囲まれる区域を中心

核と位置づけ、中心核を包含した駅東の既成市街地及び十日町駅を中心とした約 100ha

のエリアを設定する。 

区域境界は、北側は都市計画道路３・４・９田川南線とする。東側は、用途地域の境を

区域境界とし、商業地域及び近隣商業地域を区域内とする。西側は、境界は都市計画道路

３・５・７本町西線とし、駅西土地区画整理区域及び県立十日町病院周辺を含める。南側

の境界は、用途地域の境を区域境界とし、市庁舎及びショッピングセンター十日町シルク

モール周辺を含め、下図の通り設定する。 

（区域図） 

 

 

 

 

 

●中心市街地の土地・建物の状況 

ＪＲ飯山線 

 

北越急行 

ほくほく線 

 

① 

十日町駅 

国道 117 号 

番号 路線番号 街路名 

① 3・3・1 高山太子堂線 

② 3・3・16 西中央通り線 

③ 3・4・2 駅通り川原町線 

④ 3・4・4 稲荷町線 

⑤ 3・4・5 高田町通り線 

⑥ 3・4・6 川治昭和町線 

⑦ 3・4・9 田川南線 

⑧ 3・5・7 本町西線 

⑨ 3・5・8 山本高山線 

⑩ 3・5・12 本町東線 

⑪ 3・5・17 高田町稲荷町 

⑫ 7・6・1 停車場山本線 

 

② 

③ 

国道 253 号 

国道 117 号 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑪ 

⑩ 

⑫ 

 

 

中心核 

中心市街地区域 

（約 100ha） 
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［３］中心市街地に適合していることの説明 

要 件 説 明 

第１号要件 

当該市街地に、相

当数の小売商業者

が集積し、及び都市

機能が相当程度集

積しており、その存

在している市町村

の中心としての役

割を果たしている

市街地であること 

本市の中心市街地は、面積的には全市の 0.13％の範囲に、商業や

事業所、医療施設、教育施設などの都市機能が集積しており、本市

の経済や文化の中心としての役割を果たしている。 

 

○中心市街地には小売業が集積している 

十日町市は旧十日町市、川西町、中里村、松代町及び松之山町の

１市３町１村が、平成 17年に合併して誕生した。市域の多くを山間

部が占める地理的特性から、広範囲に宅地、農村集落が散在してお

り、比較的平坦部の多い旧十日町市市街地に小売商業者が集積する。 

全市に占めるシェア（平成 19 年）は、小売店舗数は約 17％、年

間販売額は約 10％、売場面積は約 10％、従業者数は約 14％となっ

ており、当該市街地に相当数の小売商業者が集積しているといえる。 

 

■全市に占める中心市街地の小売業の割合 

 中心市街地 十日町市 中心市街地のシェア 

事業所数 店 129 766 16.8％ 

従業者数 人 497 3,631 13.7％ 

年間販売額 百万円 6,318 66,189 9.5％ 

売場面積 ㎡ 7,969 75,933 10.5％ 

    （出典：平成 19年商業統計） 

※中心市街地の数値は、立地環境特性別データのうち、区域内に立地する

集積地区（商店街）の集計値を計上している。 

 

〇中心市街地には事業所が集積している 

十日町市の各種事業所のうち、約 22％の事業所が中心市街地に集

積しており、約 18％の従業者が就業している。 

 

■各種事業所の状況 

 中心市街地 十日町市 中心市街地のシェア 

事業所数 事業所 835 3,804 22.0％ 

従業者数 人 4,851 27,227 17.8％ 

 （出典：平成 21 年経済センサス） 
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 ○多くの施設が集積している 

 中心市街地には、医療施設や教育・福祉施設が集積している。ま

た、多くの生活利便施設や娯楽施設等も立地している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡 例 

   
  教育・保育施設 
 

医療施設 
 
福祉施設 

■医療、教育・福祉施設の立地状況 

■生活利便施設、娯楽施設等の立地

状況 

県立十日町高等学校   

市立十日町中学校   

市立西小学校   

市立十日町小学校   
十日町カトリック   

天使幼稚園   

子育て支援センターくるる   
十日町幼児 園   

いずみ保育園   愛宕幼稚園   

北越保育園   

西保育園   

山口医院   

  

県立十日町病院   

池田医院   

田中外科医院   

大島医院   

小千谷総合病院附属十日町診療所 

  
  

本町 クリニック   

あさだ皮フ科   

庭野医院   

特別養護老人ホーム   
三好園四ツ宮   

老人デイサービスセンター   
やまびこ   

デイサービスセンター   
コロネット   

まちトレ十日町   
十 日町服飾専門学校   

障がい者地域生活支援センターエンゼル妻有   
十日町市社会福祉協議会   

クリーンセキュリティ   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

おおふち眼科 

新潟県労働金庫十日町支店 

新潟県信用組合十日町支店 

大光銀行十日町支店 北越銀行十日町支店 

十日町本町簡易郵便局 

第四銀行十日町支店 十日町高田郵便局 

十日町郵便局 

十日町シネマパラダイス 

ラポート十日町 
セブンイレブン十日町高田店 

セブンイレブン十日町西店 

明石の湯「キナーレ」 

ＪＡバンク 

クロステン 

十日町商工会議所 

エリアドゥ 

サンクロス十日町 

中央公民館・市民会館 

セブンイレブン十日町千歳町２丁目店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡 例 

   
  金融機関 
 

その他生活利
便施設、 
娯楽施設等 

中心市街地活性化区域 
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要 件 説 明 

第２号要件 

 当該市街地の土

地利用及び商業活

動の状況等からみ

て、機能的な都市活

動の確保又は経済

活力の維持に支障

を生じ、又は生ずる

おそれがあると認

められる市街地で

あること 

○小売業の店舗数、販売額等は減少し、シェアは低下 

商業統計によると、中心市街地商店街の小売事業所数、小売売場

面積、小売従業者数、小売年間販売額ともに減少傾向にあり、全市

に占めるシェアも低下している。 

・小売年間販売額は、平成 14年から平成 19 年にかけて 77.5％に減

少し、全市に占めるシェアは 11.9％から 9.5％へと 2.4 ポイント

低下している。 

・小売従業者数は、平成 14年から平成 19年にかけて 91.7％に減少

し、全市に占めるシェアは 15.5％から 13.7％へと 1.8ポイント低

下している。 

・小売業事業所数は、平成 14年から平成 19 年にかけて 89.0％に減

少し、全市に占めるシェアは 16.6％から 16.8％へとほぼ横ばいと

なっている。 

・中心市街地商店街の小売業売場面積は、平成 14 年から平成 19 年

にかけて 73.5％に減少し、全市に占めるシェアは 14.7％から

10.5％へと 4.2ポイント低下している。 

 

 

 

 

 

 

 

  

（出典：商業統計） 

〇大規模小売店舗の郊外出店による中心市街地の商業機能低下 

中心市街地内に大規模小売店舗は３店舗（リオン・ドール十日町

店、十日町シルクモール、大勇家具センター）立地しているが、郊

外ロードサイドへの大規模小売店舗の出店により、中心市街地の商

業機能は相対的に低下している。 

 

■大規模小売店舗数の推移 

 平成 13年３月 平成 24年３月 

市内大規模小売店舗 ９店舗 13店舗 

中心市街地内大規模小

売店舗 
３店舗 ３店舗 

 

 小売年間販売額 

（百万円） 

小売従業員数 

（人） 

小売事業所数 

（店舗） 

小売業売場面積 

（㎡） 

H14 H19 比率 H14 H19 比率 H14 H19 比率 H14 H19 比率 

 

本町 1,2 丁目 2,880 1,690 58.6% 210 161 76.7% 32 25 78.1% 3,587 1,490 41.5% 

本町 3,4 丁目 1,918 1,362 71.1% 138 110 79.7% 32 28 87.5% 3,162 2,466 78.0% 

本町 5,6 丁目 620 624 101.0% 49 44 89.8% 17 16 94.1% 344 596 173.3% 

高田町昭和町 1,635 1,593 97.4% 132 115 87.1% 41 38 92.7% 2,383 2,214 92.9% 

駅通り 1,104 1,049 95.0% 83 67 80.7% 23 22 95.7% 1,365 1,203 88.1% 

主要商店街計 8,157 6,318 77.5% 612 497 81.2% 145 129 89.0% 10,841 7,969 73.5% 

市全体 68,557 66,183 96.5% 3,960 3,631 91.7% 875 766 87.5% 73,891 75,933 102.8% 

市全体での主要商

店街のシェア 
11.9% 9.5% 

-2.4P 
15.5% 13.7% 

-1.8P 
16.6% 16.8% 

0.2P 
14.7% 10.5% 

-4.2P 
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 ○空き店舗が見られる 

平成 25年４月現在、中心市街地商店街には空き店舗が 10件ある。 

 

所在地 店舗名 店舗の一部にあるテナント 

本町１丁目 旧イトー楽器  

本町１丁目 旧花むら  

本町２丁目 のとやビル第２ １Ｆ：メガネスーパー 

本町２丁目 福対協  

本町４丁目 中徳（１階と２階）  

本町５丁目 アーバンプラザビル２階 １Ｆ：ラーメンクマ 

高田町１丁目 やまもビル２階（しるえっと） １Ｆ：ｍｉｊｏｔ 

高田町２丁目 すぐやビル２階 １Ｆ：スナックメロディ 

 

〇地価の下落 

中心市街地の商業地においては、地価の下落が著しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇人口の減少 

中心市街地の人口は減少を続けている。 

 

 

        

■空き店舗の状況（平成 25 年４月現在） 

出典：国土交通省「土地総合情報ライブラリー」 

H8年 H13年 H18年 H23年

十日町-1 字西浦寅甲７３番 住宅地 68,700 65,900 49,500 37,100 △46.0%
十日町-2 四日町新田３０５番４ 住宅地 38,900 39,600 31,800 28,200 △27.5%
十日町-3 寿町２丁目２番２８ 住宅地 60,100 60,600 47,900 42,300 △29.6%
十日町-4 上新井４０番１ 住宅地 18,100 18,500 17,400 －
十日町-5 上野甲１０３５番１ 住宅地 8,600 17,400 16,500 15,100 75.6%
十日町5-1 字西三ノ丁寅甲１７番１ 商業地 200,000 155,000 88,400 63,200 △68.4%
十日町5-2 字道下５４９番外 商業地 93,500 77,100 52,700 42,900 △54.1%
十日町5-3 水口沢１８番１ 商業地 34,000 34,100 31,100 27,800 △18.2%

△24.0%
△56.2%

※各年1月1日現在

増減率
(H8→H23)

増減率の平均
中心市街地（十日町-1、十日町5-1、十日町5-2）

市全域の地下公示ポイント（十日町-4を除く）

公示価格（円/㎡）
用途
区分

住所ポイント

■市内の地価の推移 

■中心市街地の人口推移 

（出典）住民基本台帳：各年 3 月 31 日現在 
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要 件 説 明 

第３号要件 

 当該市街地におけ

る都市機能の増進及

び経済活力の向上と

総合的かつ一体的に

推進することが、当該

市街地の存在する市

町村及びその周辺の

地域の発展にとって

有効かつ適切である

と認められること 

中心市街地の活性化は総合計画等と整合性をもって進めること

としており、中心市街地の活性化は十日町市全域及び周辺地域の

発展にとって有効かつ適切である。 

 

○十日町市総合計画後期基本計画における位置付け 

十日町市総合計画後期基本計画（計画期間：平成 23～27年度）

の総論において、「まちづくり重点方針Ⅱ 活力ある元気なまちづ

くり」として、「交流拠点の機能を増強させながら、中心市街地の

再生・活性化を図る」ことが挙げられ、重点施策として「交流人

口の増加による中心市街地の再生」が掲げられている。 

■十日町市総合計画後期基本計画における位置付け（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○十日町市都市計画マスタープランにおける位置付け 

『将来都市構造の方針』における位置づけ（一部抜粋） 

○「市街地形成ゾーン」:十日町市中心部は、都市ゾーンのうち

「市街地形成ゾーン」として、「賑わいの創出」と「コンパク

トな都市形成」を図るとしている。 

○「都市拠点」:また、拠点としては「都市拠点」とし、「商業

機能の集積を図るとともに、活力ある都市づくりを担う都市

基盤の整備を推進する」としている。 

『土地利用の方針』における位置づけ（一部抜粋） 

○「中心商業エリア」:十日町市中心部の土地利用方針は、「中

心商業エリア」として、「本町通り、駅通り、昭和通り、高田町

通りの 4つの商店街及びそれらに囲まれた市街地は、商業、事



80 

 

 

業所、低中層住宅の集積を図り、十日町市及び広域圏の中の中

心的な商業業務エリアとして都市環境の形成を図る」としてい

る。さらに、「十日町の歴史的、文化的な資源を活かした十日町

らしさを感じさせる商店街整備を推進し、人々が快適に楽しく

買い物ができる空間を形成する」としている。 

  ■将来都市構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇当該中心市街地は、十日町市全域及び津南町を含む商圏の中心

となっている 

    ■旧十日町市の商圏（平成 22年調査）（旧市町村単位で集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県「平成 22年度 中心市街地に関する県民意識・消費動向調査報告書」を元に作成 


